
現
地
デ
モ
を
実
施

３
次
元
測
量
に
よ
る
河
川
管
理

国交省荒川下流

治
水
地
形
・
河
川
占
用
を
公
開

荒
川
３
Ｄ
管
内
図

投資計画後倒し

３割超が資材要因
物調

営
業
利
益
は

億
円

積
水
化
学
工
業
の
第
３
四
半
期
決
算

民間建設投資

１～３月期は．％増
物調

国
交
省


年
４
月
か
ら

建
機
の
次
期

燃
費
基
準
認
定

建
設
業
の
営
業
相
談
会
開
催

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｏ

Ｈ
Ｆ
Ｓ
を
再
編

日
立
ハ
イ
テ
ク

　

総
棟
数
は

棟


月
の
都
内
着
工
建
築
物
　

ブ
レ

ド
ト

タ
ル
サ

ビ
ス
の
概
要
図
　

ド
ロ

ン
と

Ａ
Ｉ
活
用

風
力
発
電
設
備
サ

ビ
ス
提
供

日
立
パ
ワ

ソ
リ


シ

ン
ズ

完
成
見
学
会
開
く

﹁
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
経
堂
﹂

三和建設

遮
音
実
験
の
風
景

相
互
協
力
で
覚
書

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｊ
公
社
と

ＵＲ都市機構

５
面
へ
つ
づ
く

　

★
東
京
都
三
宅
支
庁
　
　

　

★
東
京
都
財
務
局
契
約
　

　

第
一
課

　
　

　

★
東
京
都
交
通
局

　
　

　

★
東
京
都
水
道
局
水
質
　

　

セ
ン
タ


　
　

　

★
東
京
都
住
宅
供
給
公
　

　

社

　
　

ド
ロ

ン
に
よ
る
測
量
の

よ
う
す
を
地
上
か
ら
確
認

し
た

新
規
建
設
業
許
可
業
者
一
覧

建
設
業
許
可
業
者
一
覧

建
設
業
許
可
業
者
一
覧
電
子
版
会
員
な
ら

　
建
設
技
術
研
究
所
︵
３
月


日
︶
社
外
取
締
役
　
園
部
芳
久

　
日
立
製
作
所
︵
４
月
１
日
︶

取
締
役
会
長
代
表
執
行
役
︵
取

締
役
代
表
執
行
役
執
行
役
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
東
原
敏
昭
▽
取
締

役
代
表
執
行
役
執
行
役
社
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
︵
取
締
役
代
表
執
行
役

執
行
役
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
︶
小
島

啓
二

　
日
立
グ
ロ

バ
ル
ラ
イ
フ
ソ

リ


シ

ン
ズ︵
４
月
１
日
︶

取
締
役
社
長
︵
日
立
製
作
所
ラ

イ
フ
事
業
統
括
本
部
デ
ジ
タ
ル

フ
ロ
ン
ト
事
業
部
事
業
部
長
︶

大
隅
英
貴

　
国
土
交
通
省
荒
川
下
流
河

川
事
務
所
は

３
次
元
デ


タ
に
基
づ
く
河
川
管
理
の
実

現
に
向
け
て
官
民
で
意
見
交

換
す
る
第
４
回
荒
川
Ｄ
Ｘ
勉

強
会
を
開
い
た

パ
ス
コ
の

協
力
に
よ
り
Ｕ
Ａ
Ｖ
︵
無
人

航
空
機
︶
レ

ザ

測
量
な

ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ


ン
を
荒
川
河
川
敷
に
設
け
た

ド
ロ

ン
テ
ス
ト
フ


ル

ド
で
実
施

勉
強
会
に
参
加

し
た
企
業
か
ら
は
﹁
ど
れ
だ

け
の
精
度
が
必
要
な
の
か


示
す
必
要
が
あ
る
﹂
と
の
意

見
が
出
た


　
荒
川
下
流
河
川
事
務
所

は

河
川
管
理
施
設
の
Ｂ
Ｉ

Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
や
航
空

測
量
の
成
果
な
ど
を
一
体
化

し
た
３
次
元
河
川
管
内
図
を

活
用
し

河
川
管
理
の
高
度

化
を
推
進

測
量
や
設
計


工
事
の
成
果
物
と
し
て
ど
の

よ
う
な
デ

タ
を
納
品
す
べ

き
か
が
大
き
な
課
題
と
な


て
い
る
こ
と
か
ら

建
設
企

業
や
建
設
関
連
業
の
団
体
が

参
加
す
る
勉
強
会
を
２
０
２

１
年
度
に
開
始
し
た


　
今
回
は

荒
川
河
川
敷
の

フ


ル
ド
で
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ

る
レ

ザ

測
量
と

地
上

レ

ザ

測
量
を
実
施

有

効
性
や
精
度
を
確
認
し
た


　
デ
モ
後
の
議
論
で
は

目

的
ご
と
に
求
め
ら
れ
る
測
量

成
果
の
精
度
を
明
確
化
す
る

よ
う
求
め
る
意
見
が
出
た


　
同
事
務
所
の
早
川
潤
所
長

は
﹁
維
持
管
理
の
観
点
が
重

要
に
な
る
に
つ
れ
て

工
事

以
外
の
場
面
で
の
測
量
が
増

え
て
い
る
﹂
と
指
摘

誰
で

も
一
定
の
品
質
で
デ

タ
を

得
ら
れ
る
方
法
を
検
討
す
る

と
し
た


　
３
月
に
開
く
次
回
会
議

で

今
回
の
議
論
も
反
映
し

て
工
事
・
業
務
の
成
果
物
を

３
次
元
デ

タ
で
作
成
・
納

品
す
る
際
に
求
め
る
仕
様

︵
荒
川
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
構

築
運
用
方
針

仮
称
︶
を
提

示
す
る


　
国
土
交
通
省
荒
川
下
流
河

川
事
務
所
は

３
次
元
河
川

管
内
図
の
さ
ら
な
る
機
能
改

良
で

新
た
に
治
水
地
形
図

と
河
川
占
用
図
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
た

写
真

広

く
一
般
に
公
開
し

自
然
災

害
リ
ス
ク
の
推
計
や

占
用

者
の
確
認
な
ど
に
利
用
し
て

も
ら
う


　
３
次
元
河
川
管
内
図
は


測
量
で
取
得
し
た
点
群
デ


タ
を
基
に

管
内
全
域
の
３

次
元
河
川
モ
デ
ル
を
構
築
し

た
も
の

イ
ン
タ

ネ

ト

上
で
公
開︵https://exper

ience.arcgis.com/experi
ence/a14b9a7cee8943889
babc2096f5a5fe7/

︶
し
て

お
り
誰
で
も
閲
覧
で
き
る


　
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は

河
川
の
日
常
管
理
や
維

持
管
理

工
事
時
の
打
ち
合

わ
せ

災
害
対
策
の
基
礎
資

料
な
ど
へ
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る


　
今
回
は

治
水
地
形
分
類

図
を
追
加
し

主
に
平
野
部

を
対
象
と
し
て
扇
状
地
や
自

然
堤
防

旧
河
道

後
背
湿

地
な
ど
の
詳
細
な
地
形
分
類

が
分
か
る
よ
う
に
し
た

地

域
の
成
り
立
ち
を
把
握
し
て

水
害
や
地
震
災
害
な
ど
の
リ

ス
ク
推
定
の
参
考
に
し
て
も

ら
う
他

防
災
学
習
に
役
立

て
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て

い
る

さ
ら
に

新
た
に
３

次
元
河
川
モ
デ
ル
に
重
ね
て

閲
覧
で
き
る
図
の
デ

タ

︵
レ
イ
ヤ

︶
も
追
加

河

川
占
用
図
で
は

公
園
や
運

動
場
な
ど
の
占
用
の
範
囲


管
理
者
の
連
絡
先
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る


　
国
内
建
設
投
資
計
画
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
調
べ
る
た
め


建
設
物
価
調
査
会
が
実
施
し

た
２
０
２
１
年

月
期
の
ア

ン
ケ

ト
調
査
に
よ
る
と


﹁
投
資
計
画
を
後
倒
し
に
し

た
﹂
と
回
答
し
た
企
業
の
３

割
超
が

そ
の
要
因
の
一
つ

に
資
材
の
調
達
難
を
挙
げ

た
前
回
調
査︵
９
月
期
︶よ

り
２
割
以
上
増
え
て
い
る


　
﹁
投
資
計
画
を
後
倒
し
に

し
た
﹂
と
回
答
し
た
企
業
数

は

調
査
票
回
収
企
業
全
１

１
４
１
社
中

社

こ
の
う

ち

社
が

投
資
計
画
が
後

倒
し
に
な

た
要
因
と
し
て

﹁
国
内
工
場
の
材
料
・
資
料

の
生
産
の
都
合
﹂


社
が

﹁
海
外
の
製
材
料
・
資
材
の

輸
入
の
都
合
﹂
を
挙
げ
た


　
投
資
計
画
を
後
倒
し
に
す

る
企
業
の
割
合
が
前
回
か
ら

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
中

資
材

の
調
達
難
を
要
因
と
す
る
回

答
が
増
加

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
る

輸
送
コ
ン
テ
ナ

や
荷
役
作
業
員
の
不
足

輸

送
運
賃
の
高
騰
を
背
景
と
し

た

世
界
的
な
物
流
網
の
混

乱

コ
ロ
ナ
後
の
需
要
拡
大

を
見
越
し
た
半
導
体
不
足
を

反
映
し
た
結
果
と
な

た


　
積
水
化
学
工
業
は

２
０

２
２
年
３
月
期
第
３
四
半
期

連
結
決
算
を
発
表
し
た

累

計
︵
４


月
︶
連
結
売
上

高
は
８
３
８
６
億
５
１
０
０

万
円
︵
前
年
同
期
比

・
９

％
増
︶

営
業
利
益
は
５
７

４
億
５
３
０
０
万
円
︵

・

１
％
増
︶

経
常
利
益
は
６

２
８
億
円
︵

・
６
％
増
︶

だ

た


　

年
３
月
期
連
結
売
上
高

の
見
通
し
は

１
兆
１
５
５

５
億
円
か
ら
１
兆
１
６
４
１

億
円︵
前
期
比

・
２
％
増
︶

へ
上
方
修
正
し
た

営
業
利

益
９
０
０
億
円
︵

・
７
％

増
︶

経
常
利
益
９
４
０
億

円
︵

％
増
︶
と
し
利
益
見

通
し
は
据
え
置
か
れ
た


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
加
え

半
導

体
不
足
や
物
流
停
滞
に
よ
る

生
産
遅
延
な
ど
の
影
響
が
あ


た
が

国
内
外
の
自
動
車

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
建

築
市
況

国
内
の
新
設
住
宅

着
工
戸
数
な
ど
で
一
定
の
回

復
が
あ
り
増
収
と
な

た


利
益
面
で
は
原
材
料
・
部
材

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
も
の

の

販
売
数
量
拡
大

売
値

改
善

コ
ス
ト
削
減
に
よ
り

挽
回
し

大
幅
増
益
で
着
地

し
た
と
し
て
い
る


　
建
設
物
価
調
査
会
が
行


た
民
間
企
業
設
備
投
資
動
向

調
査
で

１

３
月
期
に
計

画
さ
れ
て
い
た
民
間
建
設
投

資
が
前
年
同
期
比

・
１
％

増
と
大
き
く
増
加
す
る
見
通

し
を
示
し
て
い
る

特
に
資

本
金

億
円
以
上
の
大
企
業

で

・
３
％
増
と
前
年
の
投

資
を
大
き
く
上
回
る
計
画
を

立
て
て
い
る


　
資
本
金
階
層
別
に
見
る

と

資
本
金

億
円
以
上
は


・
３
％
増
で

う
ち
製
造

業
が

・
２
％
増

非
製
造

業
が

・
６
％
増
と
い
ず
れ

も
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る

一
方

資
本
金
１



億
円
の
中
堅
企
業
は

・

２
％
減
と
投
資
を
控
え
て
お

り
製
造
業
が

・
２
％
減


非
製
造
業
が
６
・
７
％
減
と

な

て
い
る


　
投
資
区
分
別
で
は

工
場

・
倉
庫
が

・
４
％
減
と
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の

の

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
反
動

増
な
ど
で
事
務
所
・
店
舗
が


・
４
％
増
と
投
資
を
伸
ば

し
て
い
る


　
建
設
業
に
特
化
し
た
営
業

サ
ポ

ト
サ

ビ
ス
﹁
ツ
ク

ノ
ビ
﹂
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｃ
Ｏ︵
目
黒
区
︶は

営
業

活
動
の
課
題
を
抱
え
る
建
設

業
者
向
け
に
無
料
個
別
相
談

会
を
開
催
し
て
い
る

相
談

は
随
時
受
け
付
け
て
い
る


　
相
談
会
で
は

﹁
売
り
上

げ
を
上
げ
る
た
め
の
施
策
が

分
か
ら
な
い
﹂や﹁
営
業
マ
ン

を
雇
用
し
た
が
成
果
が
出
な

い
﹂
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
相

談
者
に

同
社
が
持
つ
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ

実
績
を
提
供

す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

対
面
で
対
応

日
程
は
申
し

込
み
か
ら
２
営
業
日
以
降


　
ツ
ク
ノ
ビ
は

建
設
業
に

特
化
し
た
営
業
マ
ン
が
法
人

営
業
を
代
行
し

営
業
企
画

か
ら
実
施
ま
で
を
ま
と
め
て

行
う
テ
レ
ア
ポ
や
チ
ラ
シ


Ｗ
Ｅ
Ｂ
集
客

営
業
Ｄ
Ｍ
の

送
信
な
ど

最
も
効
果
の
出

や
す
い
方
法
を
検
証
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
る

詳
細
は
ホ


ム
ペ

ジ︵https://tsu

kunobi.com/tsukunobi
/inquiry

︶


　
日
立
ハ
イ
テ
ク
は

４
月

１
日
付
で
日
立
ハ
イ
テ
ク
フ


イ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
︵
Ｈ
Ｆ

Ｓ
︶
を
再
編
す
る

２
０
２

４
年
中
期
経
営
計
画
に
向
け

た
重
点
施
策
の
一
環

現
行

事
業
の
さ
ら
な
る
成
長
と
収

益
力
を
拡
大
す
る
と
と
も

に

将
来
の
柱
と
な
る
事
業

創
生
を
目
指
す


　
Ｈ
Ｆ
Ｓ
は
会
社
分
割
に
よ

り

鉄
道
検
測

ハ

ド
デ


ス
ク
・
フ
ラ

ト
パ
ネ
ル

デ

ス
プ
レ


ラ
ボ
ソ
リ



シ

ン
事
業
を
日
立
ハ

イ
テ
ク
ソ
リ


シ

ン
ズ

︵
Ｈ
Ｓ
Ｌ
︶
に
移
管
し

製

造
機
能
を
日
立
ハ
イ
テ
ク
マ

ニ
フ

ク
チ

＆
サ

ビ
ス

︵
Ｈ
Ｍ
Ｓ
︶
に
移
管
す
る


　
再
編
に
よ
り
Ｈ
Ｆ
Ｓ
は
吸

収
合
併
消
滅
会
社
と
な
り


Ｈ
Ｆ
Ｓ
の
試
作
・
開
発

そ

の
他
機
能
は

吸
収
合
併
存

続
会
社
で
あ
る
日
立
ハ
イ
テ

ク
に
承
継
す
る


　
国
土
交
通
省
は

燃
費
性

能
の
高
い
建
機
に
対
す
る

﹁
燃
費
基
準
達
成
建
設
機
械

認
定
制
度
﹂
を
改
正
し

次

期
基
準
値
︵
２
０
３
０
年
基

準
値
︶
を
定
め
た

油
圧
シ


ベ
ル

ブ
ル
ド

ザ



ホ
イ

ル
ロ

ダ
の
３
機
種

を
対
象
と
し
て


年
基
準

値
を
満
た
し
た
機
種
を
認
定

す
る

認
定
の
開
始
は

年

４
月


　
認
定
制
度
で
は

燃
費
基

準
値
を
達
成
し
た
建
機
の
型

式
を
認
定
し

基
準
達
成
率

に
応
じ
て
３
段
階
で
評
価
す

る

認
定
を
受
け
た
建
機
の

購
入
者
は

日
本
政
策
金
融

公
庫
か
ら
購
入
費
用
に
対
す

る
低
利
融
資
を
受
け
ら
れ

る


　
油
圧
シ

ベ
ル

ブ
ル
ド


ザ


ホ
イ

ル
ロ

ダ

の
３
機
種
に
つ
い
て

現
行

の

年
基
準
値
に
代
わ
る
次

期
燃
費
基
準
値
を
設
定
す

る

現
行
の
燃
費
基
準
値
は

燃
費
性
能
の
高
い
ト

プ
ラ

ン
ナ

値
を
採
用
し
て
い
た

が

次
期
燃
費
基
準
は

個

々
の
建
機
の
Ｃ
Ｏ

削
減
量

だ
け
で
な
く

普
及
台
数
全

体
を
考
慮
し
た
基
準
値
と
し

た


　
建
機
メ

カ

の
開
発
期

間
を
踏
ま
え


年
４
月
か

ら
次
期
燃
費
基
準
で
の
認
定

を
開
始
す
る


　
ま
た
今
年
４
月
か
ら
は


大
型
化
が
進
ん
で
い
る
ホ
イ


ル
ク
レ

ン
の
認
定
区
分

を
見
直
し

認
定
区
分
に

﹁
最
大
吊
り
荷
重


以
上

１
５
０

未
満
﹂を
設
け
る


認
定
の
た
め
の
届
出
書
の
押

印
も
廃
止
す
る


電
子
版

さ
ら
に
詳
し
く
！

な
ら

地域オリジナル
に掲載

　
国
土
交
通
省
の
建
築
着
工

統
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
２

０
２
１
年

月
の
東
京
都
内

の
着
工
建
築
物
は

総
棟
数

３
６
３
９
棟

総
床
面
積
１

１
８
万
６
４
６
１
平
方



総
工
事
予
定
額
３
２
２
７
億

７
２
９
８
万
円
だ

た


　
構
造
別
に
見
る
と

総
棟

数
で
は
木
造
が
２
８
０
０
棟

で
全
体
の

％
を
占
め
る


次
い
で
鉄
骨
造
の
５
８
２

棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造

の
２
０
７
棟

鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ト
造
の
８
棟
の
順

だ

工
事
予
定
額
で
は

鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
の
１
３

１
４
億
０
１
４
９
万
円
が
最

多
と
な

て
い
る


　
日
立
パ
ワ

ソ
リ


シ


ン
ズ
︵
茨
城
県
日
立
市
︶

は

風
力
発
電
事
業
者
向
け

の
ブ
レ

ド
ト

タ
ル
サ


ビ
ス
を
４
月
１
日
か
ら
提
供

開
始
す
る

ド
ロ

ン
と
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
ブ
レ

ド
の

点
検
と
保
守
計
画
立
案

損

傷
・
劣
化
箇
所
の
補
修
を
ワ

ン
ス
ト

プ
で
提
供
し

点

検
に
伴
う
設
備
停
止
時
間
を

従
来
比
３
分
の
１
に
短
縮


設
備
の
安
全
性
向
上
・
安
定

稼
働
を
実
現
す
る


　
同
サ

ビ
ス
は

セ
ン
シ

ン
ロ
ボ
テ

ク
ス
社
と
共
同

開
発
し
た

ド
ロ

ン
と
Ａ

Ｉ
で
高
精
度
な
点
検
を
実
現

す
る
ブ
レ

ド
点
検
シ
ス
テ

ム
に

風
力
事
業
で
培

て

き
た
保
守
計
画
や
補
修
に
関

す
る
知
見
を
組
み
合
わ
せ

て

ブ
レ

ド
の
適
切
な
維

持
管
理
を
行
う
も
の


　
日
本
風
力
発
電
協
会
が
定

め
る
﹁
風
力
発
電
設
備
ブ
レ


ド
点
検
お
よ
び
補
修
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
に
準
拠
し
て

お
り

さ
ま
ざ
ま
な
メ

カ


の
風
力
発
電
設
備
に
サ


ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い

う


　
三
和
建
設
︵
大
阪
市
淀
川

区
︶
は

日
と

日

東
京

都
内
で
賃
貸
マ
ン
シ

ン

﹁
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｏ
経
堂
﹂
の

完
成
見
学
会
を
開
き

関
係

者
に
建
物
の
詳
細
や
特
徴
な

ど
を
紹
介
し
た


　
同
マ
ン
シ

ン
に
は

エ

ス
・
ア
イ
・
ル
ネ
ス︵
港
区
︶

の
ル
ネ
ス
工
法
を
採
用

遮

音
実
験
で
は

真
上
の
階
で

飛
び
跳
ね
る
な
ど
の
動
作
を

繰
り
返
し
た
が

騒
音
・
振

動
が
軽
減
さ
れ

来
場
者
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が


た


　
エ
ス
・
ア
イ
・
ル
ネ
ス
の

川
口
貴
之
専
務
は

﹁
こ
れ

か
ら
の
賃
貸
は
優
れ
た
遮
音

性
・
床
下
収
納
が
必
須
と
い

う
声
を
受
け

工
法
の
導
入

に
至

た

今
後
も
三
和
建

設
と
協
力
関
係
を
継
続
し


顧
客
満
足
度
の
向
上
を
目
指

す
﹂
と
述
べ
た


　
マ
ン
シ

ン
の
規
模
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階
建

て
延
べ
５
５
９
平
方


１

階
に
４
店
舗

２

３
階
に

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
８
戸
を
配
置

建

設
地
は
世
田
谷
区
経
堂
１
ノ

６
ノ


敷
地
面
積
は
２
３

２
平
方


施
主
は
法
人


施
工
は
三
和
建
設


　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ジ

カ
ル
タ
首

都
圏
交
通
統
合
公
社
︵
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｊ
公
社
︶と
同
公
社
が
実

施
す
る
公
共
交
通
指
向
型
開

発︵
Ｔ
О
Ｄ
プ
ロ
ジ

ク
ト
︶

で
の
相
互
協
力
に
つ
い
て
覚

書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
わ
し

た

こ
の
ほ
ど
発
表
し
た


　
Ｔ
О
Ｄ
は

交
通
渋
滞
の

緩
和
を
目
指
し

公
共
交
通

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め


鉄
道
駅
を
中
心
に
利
便
性
を

高
め
る
都
市
開
発

覚
書
の

内
容
は
Ｔ
О
Ｄ
プ
ロ
ジ

ク

ト
の
実
現
に
向
け
た
相
互
協

力
と
調
査
の
実
施

技
術
的

支
援


　
Ｕ
Ｒ
は

今
回
の
覚
書
に

基
づ
く
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｊ
公
社
と
の

連
携
を
通
じ
て

ジ

カ
ル

タ
で
の
Ｔ
О
Ｄ
プ
ロ
ジ

ク

ト
へ
の
日
本
企
業
の
参
画
の

機
会
を
創
出
す
る
と
し
て
い

る


電
子
版
に
掲
載
し
て
い
ま
す

入
札
公
告
の
工
事
概
要
は

都
関
係

都
関
係

（４）＜第三種郵便物認可＞ ２０２２年（令和４年）２月１８日＜金曜日＞
︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

随
意
契
約
・

電
子
入
札
︼

▽
御
蔵
島
自
然
公
園
維
持
管

理
業
務
委
託︵
単
価
契
約
︶

︵
御
蔵
島
村
地
内
︶

❶
道
路
・
公
園
等
管
理
Ａ


Ｂ

Ｃ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

９
１
５
３
４

▽
街
路
樹
維
持
委
託
︵
単
価

契
約
︶
︵
三
宅
島
三
宅
村

都
道
一
円
︶

❶
樹
木
・
緑
地
等
保
護
Ａ


Ｂ
Ｃ
等
級
格
付
を
有
し

な
い
者
ま
た
は
道
路
・
公

園
等
管
理
Ａ
Ｂ
Ｃ
等

級
格
付
を
有
し
な
い
者
②

令
和
５
年
３
月

日
③
契

約
番
号

│
９
１
５
３
５

▽
御
蔵
島
林
道
維
持
委
託

︵
単
価
契
約
︶
︵
御
蔵
島

村
管
内
の
都
管
理
林
道
︶

❶
道
路
・
公
園
等
管
理
Ａ


Ｂ

Ｃ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

９
１
５
３
７

▽
御
蔵
島
道
路
維
持
委
託

︵
単
価
契
約
︶
︵
御
蔵
島

村
都
道
一
円
︶

❶
道
路
・
公
園
等
管
理
Ａ


Ｂ

Ｃ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

９
１
５
３
８

▽
令
和
４
年
度
被
災
状
況
潜

水
調
査
委
託︵
単
価
契
約
︶

︵
三
宅
島
三
宅
村
及
び
御

蔵
島
村
地
内
︶

❶
そ
の
他
の
委
託
等
Ａ


Ｂ

Ｃ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

９
１
５
３
２

︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

随
意
契
約
・

電
子
入
札
︼

▽
三
宅
島
林
道
維
持
委
託︵
単

価
契
約
︶︵
三
宅
島
三
宅
村

管
内
の
都
管
理
林
道
︶

❶
道
路
・
公
園
等
管
理
Ａ


Ｂ

Ｃ

等
級
格
付
を
有

し
な
い
者
②
令
和
５
年
３

月

日
③
契
約
番
号

│

９
１
５
４
６

︻
３
月
３
日
申
込
締
切
︵
受

付
は
２
月

日
か
ら
︶

４

月
７
日
開
札

一
般
競
争
・

電
子
入
札
︼

▽
都
立
あ
き
る
野
学
園︵
４
︶

増
築
及
び
改
修
工
事
︵
あ

き
る
野
市
上
代
継
１
２
３

番
地
１
︶

❶
建
築
︵
２
者
Ｊ
Ｖ
︶


Ｊ
Ｖ
第
１
順
位
│
建
築
Ａ

の
大
企
業
者
で
特
定
建
設

業
許
可
業
者

Ｊ
Ｖ
第
２

順
位
│
都
内
に
本
店
を
有

す
る
建
築
Ａ

建
築
Ｂ


建
築
Ｃ
の
中
小
企
業
者
②

令
和
６
年

月

日


︵
工
事
発
注
規
模

億

以
上

億
未
満
︶

▽
都
営
住
宅
４
Ｈ
│
１
０
８

西︵
多
摩
市
諏
訪
四
丁
目
︶

工
事
︵
多
摩
市
諏
訪
四
丁

目
１
番
ほ
か
︶

❶
建
築
︵
単
体

２
者
Ｊ

Ｖ
︶

単
体
│
建
築
Ａ
の

中
堅
ま
た
は
都
内
に
営
業

所
を
有
す
る
建
築
Ａ
の
中

小
企
業
者
で
特
定
建
設
業

許
可
業
者

Ｊ
Ｖ
第
１
順

位
│
建
築
Ａ
の
中
堅
ま
た

は
都
内
に
営
業
所
を
有
す

る
建
築
Ａ
の
中
小
企
業
者

で
特
定
建
設
業
許
可
業

者

Ｊ
Ｖ
第
２
順
位
│
建

築
Ａ
の
中
小
企
業
者
ま
た

は
多
摩
地
区
に
本
店
を
有

す
る
建
築
Ｂ

建
築
Ｃ
の

中
小
企
業
者
②
令
和
６
年

８
月
７
日


︵
工
事
発
注
規
模

億

以
上

億
未
満
︶

▽
都
営
住
宅
３
Ｈ
│
１
１
５

西
︵
村
山
︶
工
事
そ
の
２

︵
武
蔵
村
山
市
緑
が
丘
１

７
３
２
番
１
ほ
か
︶

❶
建
築
︵
単
体

２
者
Ｊ

Ｖ
︶

単
体
│
建
築
Ａ
の

中
堅
ま
た
は
都
内
に
営
業

所
を
有
す
る
建
築
Ａ
の
中

小
企
業
者
で
特
定
建
設
業

許
可
業
者

Ｊ
Ｖ
第
１
順

位
│
建
築
Ａ
の
中
堅
ま
た

は
都
内
に
営
業
所
を
有
す

る
建
築
Ａ
の
中
小
企
業
者

で
特
定
建
設
業
許
可
業

者

Ｊ
Ｖ
第
２
順
位
│
建

築
Ａ
の
中
小
企
業
者
ま
た

は
多
摩
地
区
に
本
店
を
有

す
る
建
築
Ｂ

建
築
Ｃ
の

中
小
企
業
者
②
令
和
６
年

１
月

日


︵
工
事
発
注
規
模

億

以
上

億
５
０
０
０
万
未

満
︶

︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
旅
客
案
内
標
識
︵
都
営
浅

草
線
︶
︵
単
価
契
約
︶

︵
都
営
浅
草
線
各
駅
︶

❶
標
識
・
看
板
等
Ｂ
②
令

和
５
年
３
月

日
③
契
約

番
号

│
２
８
３
７
７

▽
旅
客
案
内
標
識
︵
床
サ
イ

ン
︶の
改
修︵
単
価
契
約
︶

︵
都
営
地
下
鉄
１
０
１
駅

ほ
か
︶

❶
標
識
・
看
板
等
Ｂ
②
令

和
５
年
３
月

日
③
契
約

番
号

│
２
８
３
７
８

︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
大
江
戸
線
飯
田
橋
駅
Ｃ
２

出
入
口
外
１
出
入
口
浸
水

対
策
改
修
工
事
︵
大
江
戸

線
飯
田
橋
駅

同
線
牛
込

神
楽
坂
駅
︶

❶
建
築
Ｅ
②
令
和
４
年
８

月

日
③
契
約
番
号

│

１
０
１
８
８


１
３
５
８
万
６
千

︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
新
宿
線
市
ケ
谷
駅
外
３
駅

ダ
ン
パ

交
換
工
事
︵
新

宿
線
市
ケ
谷
駅
外
３
駅
︶

❶
空
調
Ｃ
②
令
和
４
年


月

日
③
契
約
番
号

│

１
０
１
９
０


５
８
２
万
５
千

︻
２
月

日
申
込
締
切

３

月

日
開
札

電
子
入
札
︼

▽
令
和
４
年
度
上
向
流
式
生

物
接
触
ろ
過
に
関
す
る
調

査
委
託

❶
土
木
・
水
系
関
係
調
査

Ａ
②
令
和
５
年
３
月

日

③
契
約
番
号

│
０
０
０

８
０

︻
２
月

日
申
込
締
切

随

fujita



